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第３７回日本高齢者大会 inあいち 

現地実行委員会結成総会を開催 
2024年 2月 25日 労働会館本館４・５会議室 

 第 37 回日本高齢者大会は 11 月 22

日（金）～２３日（土・祝）、名古屋国

際会議場を会場に開催します。２月２５

日（日）に現地の愛知実行委員会結成総

会が開かれました。総会は森谷光夫代表

委員（愛知県社会保障推進協議会議長）

と渡辺義巳実行委員長（年金者組合愛知

県本部執行委員長）のあいさつに始まり、

日本高齢期運動連絡会の畑中久明中央

実行委員会事務局長が「高齢期、高齢者

をめぐる情勢と第37回日本高齢者大会

in あいちの意義」と題して、講演を行い

ました。講演では日本高齢者大会が運動

の交流や学習、勇気がもらえる、楽しみ

の場、開催地の活性化など、これまでの

歴史で培ってきたこと。また、時々の情

勢を踏まえ、運動の指針を打ち出してき

た歴史、国際紛争の拡大、日本が人権後

進国になっていること、政治と民主主義

の危機の中、政治を変えていく運動が高 

齢者のくらしをまもるためにも切実に

なっていることから大会の意義を深め

ていくことを呼びかけました。小松民子

愛知実行委員会準備会事務局長がこの

間の経過と大会概要、役員体制を提案し

ました。当日は冷たい雨が降る日でした

が会場いっぱいに参加者が集まりまし

た。来年が戦後８０年、その前の年とし

て「あたらしい戦前にしない」の大事な

大会、コロナ禍、能登半島地震と高齢者

のいのちをくらしが奪われている、楽し

く、参加してよかったと思える大会にし

よう、若い人にも参加を呼び掛ける、な

ど活発な討議を行いました。次回３月の

実行委員会で参加目標、大会サブスロー

ガン、記念講演、などを決めて、企画内

容について意見を寄せていくこととし、

大会成功に力を尽くそうという「現地実

行委員会結成総会アピール」を確認しま

した。
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能登半島地震特集 その１ 

 

能登半島地震—高齢者人権宣言と住み続ける権利 
                      井上英夫（金沢大学名誉教授） 

 

元旦は、北陸には珍しく快晴でした。 

石川啄木の「何となく 今年はよい事

あるごとし 元日の朝晴れて風無し」を

口ずさみながらおとそ気分でいたとこ

ろに激しい揺れが襲いました。 

金沢市田上新町の我が家の２００メ

ートル先でがけが崩れ、４件の倒壊があ

りました。周辺３2戸に避難指示が出ま

した。我が家も崖上ですが、一部損壊に

止まり無事で避難指示対象外でした。 

しかし、珠洲、輪島等能登の東日本大

震災に匹敵する被害状況が日を追って

明らかになってきました。その惨状と住

み続ける権利については、「非核の政府

を求める石川の会」の会報１月、２月号

を会のホームページでご覧ください。 

 私たちは、能登とくに珠洲で、「過疎

化」が進み、残された高齢者・障害のあ

る人も、医療や福祉制度等の貧困により

住み続けられず出ていかざるを得ない

というもう一つの過疎化の実態を明ら

かにしてきました。過疎化・高齢化した

地域に地震が襲っているわけですが、国

内外の災害現場に立ち住み続ける権利

を提唱してきました。 

 

住み続ける権利と平和的生存権、高齢

者人権宣言 

 

住み続ける権利とは、すべての人が、

どこに、誰と住むか、どのように住むか、

その自己決定を人権として保障するこ

とです。 

被災者、地域住民の生まれ育った家、

地域に住み続けたいという願いは強烈

です。住み続ける権利とは、その願いを

実現するものです。日本国憲法は、居住

移転の自由（２２条）、生存権・生活権・

健康権・文化権・居住の権利（２５条）、

働く権利（２７．２８条）、教育権利（２

６条）等保障しています。まさに、一昨

年採択された日本高齢者人権宣言が掲

げる人権があまねく保障されることに

よって実現されます（和文・英文、宣言

その意義等については高齢期運動連絡

会のホームページ、高齢期運動サポート

センターのブックレット NO5-8 をご

覧ください）。 

住み続けられるためには、最大の要因

である恐怖（戦争やテロ）からの自由と

欠乏（飢餓・貧困）からの自由を保障す

る平和的生存権が基底的権利となりま

す。 

 人権とは、生きる基本を保障すること

ですが、その目的は人々の願望・希望を

実現することにあります。したがって住

み続ける権利の根拠は、被災者・住民の

皆さんの願いや希望ということになり

ます。 

 

 避難所ホテルにて－一緒に暮らした

い・戻りたい 

 

２月１０日、アパホテル（会長は、歴

史修正主義者でその本が部屋に置いて

あります）に避難中の輪島市門前の深見

地区の皆さんに話を伺いました。２００

７年の能登半島地震の時、船で全員脱出

し、今回は、望んだわけではないが、自

衛隊のヘリで避難させられた地区です

（写真は、北陸学院大学田中純一さん撮

影）。 

 

大岩崩落、深見地区への道路遮断・孤立 
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深見漁港－４メートル隆起 

 

2024 年 2月 10日深見地区の皆さんとア

パホテルにて、前列㊨から 2人目が筆者 

 

行き場がなくなるなど、問題点を次々

に話されました。 

もっとも強調されていたのは地区の

皆が一緒に暮らしたい、深見に戻りたい

ということでした。以下被災地で心を動

かされた言葉を紹介しましょう。 

 

家がかわいそう 

 

被災地に立つとき写真を撮るのを躊

躇します。２００７年の能登地震震支援

の時、倒壊した家の写真を撮らしてほし

いとお願いしたら、「可哀そうだから撮

らないで」「夫婦で苦労して建てた家だ

から」と言われたことを思いだしたから

です。 

家の保障こそ住み続ける権利の出発

点です。日本では自己努力、個人の甲斐

性として考えられていますから、家への

愛着はことさら強いわけでしょう。その

努力は貴重です。しかし、そろそろ家も

公的に保障されるべきです。 

ここを愛している－何故遠くに行か

ないか 

 

中国四川地震の時を参考とし特定の

自治体が被災地自治体を応援する「対口

支援」も行われています。住宅、病院や

施設の受け入れ準備もされています。し

かし、多くの人々は遠くに行きません。

能登を離れません。生まれ育った地、自

分で選んだ土地を離れたくない。これも

被災地の人々とりわけ過疎地の人々の

願いです。東日本大震災の避難所でお会

いした、女性の一言が今も耳に残ってい

ます。高台へ移転しないのは、この海、

景色を愛しているからだと言われたの

です。愛しているから戻りたい、住み続

けたい。この願いは贅沢でしょうか。わ

がままでしょうか。 

 

「黙した鬼」だ－誰が頑張るのか 

 

「能登はやさしや土までも」、と言い

ます。人々もやさしく、忍耐強い。頑張

っています。東北の被災地でも同様でし

た。何故怒らないのか、黙した鬼だから

というのです。はらわたが煮えくり返る

ほどの怒りを抑えているということで

しょう。 

人々の頑張り、助け合いは大事ですが、

それができるのは、人権がしっかり生活

の基盤を保障してこそです。一番頑張る

べきは人権の保障義務がある国や自治

体です。「公助」「寄り添い」などとい

い人々に自助・共助、頑張りを強要して

はなりません。東日本大震災の時は、頑

張ろうのスローガンが満ち溢れていま

した。さすがに今回は、あまり目立たな

くなりましたが、「公助」は社会保障制

度そしてすべての政策の基本とされて

います。 

 

自分のことは自分で決める。参加して

決める。  

 

住み続けられる地域を創る。主体は主

権者たる一人一人の被災者、住民であり、

自己決定の保障ですが、もっとも重要な

のは災害対策そして復興計画への参加
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の保障です。 

東日本大震災から10年高い防潮堤が

三陸沿岸を覆う中,防潮堤のないまちづ

くりを進め,賑わいを取り戻した町があ

ります。人口の 1 割近い 827 人が犠牲

となった,宮城県女川町です. 

被災者、住民の参加により、町民のい

のちを守る「減災」を基本として,誰もが

枕を高くして寝られるように住宅は安

全な高台で再建しても,海とは切り離さ

れないよう,すべての家から海の見える

町を目指しました。 

  
何ができるか－自衛隊をサンダーバ
ードに。選挙に行く 
 
 私のところにもお見舞いと支援の
声が寄せられています。無理しない
でできることをしてください。ま
ず、被災された人々の声を聴いてく
ださい。一番恐れているのは、無視

され、忘れられることですから。 
そして自衛隊を「サンダーバー

ド」にしましょう。北陸線の特急で
はなく、国際救助隊です。イギリス
製作の人形劇で、日本では NHK で
１９６６年から放送され、２１世紀
にはいっても再放送されています。 
これは秘密部隊ですが、自衛隊を

国際救助隊にしましょう。人殺しの
軍隊から命を救う部隊へ。そのため
の機動力は自衛隊が十分に持ってい
るではありませんか。 
荒唐無稽のようですが、平和的生

存権を保障する日本国憲法の希求す
る姿であり、世界から称賛され、戦
争と報復の続く世界を変え、２１世
紀を希望の世紀にできるでしょう。  
そして、誰でもできることは、選

挙に行くことです。住み続ける権利
そして種々の人権を保障する希望の
政府をつくる。そのために選挙に行
ってくださいとお願いしています。 

 

  

能登半島地震特集 その２ 

こちら「年金能登地震ニュース」 
全日本年金者組合 

 

奮戦記 組合員全員避難所で無事です 

 ※２０２４年１月元日。能登半島地

震発生。この国の脆弱性、後進性を海

外メディア報じる「先進国日本の難民

キャンプ」。土木学会元会長家田仁さ

ん「国土強靭化をうたったが力およば

す」。岸田首相、14 日目で現地入り。

年金者組合１月９日、「令和６年能登

半島地震対策本部」を設置。 

 

「ニュース１号」10 日 組合員の安

否・被災状況を把握。全国に支援カン

パを発信。新潟発 やかん、ひっくり

返り火傷入院、石川発 能登、手がつ

けられない状況、富山発 津波きた、

避難したが自宅無事だった。 

 

「ニュース２号」12 日 石川発 珠

洲、被害いまだ把握できず 新潟発 

液状化の黒崎、津波の糸魚川、上越の

支部報告なし 福井発 今のところ組

合員被害なし、富山発 高岡市、液状

化で被害あり ⦿カンパ 青森八戸支

部手始めに執行委員会１万１千円。神

奈川会議で３万６千円。千葉県本部労

連市一緒に５万４千円。 

 

「ニュース２号」12 日、石川発 珠洲

状況、いまだつかめず。福井発 今の

ところ組合員の被害ありません。    

 

「ニュース７号」22 日、石川発 内灘

支部が「がんばろう内灘Ｋ（健康友の

会）Ｓ（新婦人）Ｎ（年金）Ｊ（共産

党）」結成、町内一軒一軒訪問。    

 

能登激励 県本部に第一陣カンパ 

 

「ニュース８号」24 日、23 日午前中

午前中、ＫＳＮＪが内灘町長に地元要
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求まとめた文書申入れ。午後、本部杉

澤委員長、木田書記長石川現地激励、

小倉県本部委員長にカンパ手渡す。北

川内灘支部長案内で町内視察。 

※2 月 23 日、「衆院予算委の公

聴会」で内灘町長「液状化で地盤隆

起、断水している」窮状を語る。 

 

「年金受給できない事態起こすな」 

内閣府、金融庁、厚労省に緊急申入れ 

 

「ニュース 10 号」1 月 23 日、能登

視察を受けて、２月２日、内閣府、金

融庁、厚労省に「15 日に年金受給でき

ない事態が起きないよう万全の態勢」

を「緊急申入れ」。金融庁「移動郵便

車配置、対応したい」と回答。廣岡副

委員長、木田書記長、海野会計長参

加。※15日、トラブルない模様 

 

「あとかたづけ」に駆けつける 

輪島能登支部の組合員宅 

◎全国カンパ一次集計３４０万円 

 

「ニュース 11 号」22 日 石川発 

被災した仲間のボランティア始まる。

瓦、ガラス片付けなど。 

 

 新潟、富山、石川に激励カンパ 

 

 「ニュース」12 号 本部中川、

廣部両副委員長「春の仲間づくり月間 

北信越ブロック支部交流集会」で参加

して３県本部に救援カンパを渡す。  

 

「三日に開けず」発行する「年金能登

地震ニュース」の奮戦記。いかがでし

たか。また次の機会に。 

（全日本年金者組合中央執行委員長

杉澤 隆宣） 

 

【茨城県】 

2023 年度 第 20 回茨城県高齢者大会 in 東海 

～ 軍事費けずって、高齢者福祉に ～ 
 
2024 年 3 月 2 日（土）東海村・東海

文化センターにて「軍事費けずって、高

齢者福祉に」をテーマに「2023 年度 第

20 回茨城県高齢者大会 in 東海」を開

催し、約名 190 名が参加しました。 

改めて高齢期運動とは何か学び今後の

運動をより発展させるために、記念講

演に日本高齢期運動連絡会顧問 篠崎次

男氏を招き「高齢者に優しいまちづくり
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」についてご講演頂きました。講演では

高齢期の問題について、特に大きく関

わってくる政府の基本姿勢と憲法25条

を基にした社会保障を勝ち取る戦いに

ついて深めました。そのうえで高齢者

に優しいまちづくりにむけて、高齢期

運動連絡会をはじめ多くの諸団体が活

躍しており、お互いに活動を交流し学

び共に自治体や社会に働きかけること

で実現していくことを確認しました。 

講演の後に参加した団体や地区から「要

求と運動」の報告が行われました。物価

高騰に見合った年金の引き上げや高齢

性難聴対策として補聴器購入助成、原

発再稼働の反対そして若者の給与の引

き上げや安定した雇用を求めるなど多

岐にわたる要求が出されました。運動

ではまちかでの宣伝行動や、自治体交

渉などの取り組みが共有されました。

特に日立地区で取り組まれている、自

治体と地元業者が進めている新たな産

業廃棄物処分場をめぐるたたかいにつ

いては全県上げて取り組もうと声が聞

かれました。 

今回はコロナ禍以降初めての開催で

した。コロナ禍でこれまで先頭に立ち

、運動をすすめてきた方々が亡くなり

、大会の開催経験がないなか、実行委

員の方々が奮闘し実現した大会でした

。現地実行委員をはじめ、ご協力いた

だいた皆様、そして同じ志をもって全

国で奮闘している高齢者の皆様に敬意

を表します。高齢者が安心して暮らせ

るよう、若い人たちが安心して年を取

れるよう、高齢者の人権を守るために

これからも共に頑張りましょう。 

（茨城県高齢期運動連絡会 山川秀樹） 

【東京都】 

日本高齢者大会 in 東京に取り組んで 

第 36 回高齢者大会と立川市高齢期運動    

立川市・高齢期運動連絡会事務局長  若森 剛 

立川市は東京都の西部、昔は基地の町

として有名でしたが、ＪＲ中央線、ＪＲ

南武線、そして多摩都市モノレールが交

差し三多摩地域の交通の要所です。立川

市の高齢期運営連絡会は地域の諸団体

とともに活動をしています。 

昨年、第 36 回日本高齢者大会を東京

で成功裏に終了出来て、ほっとしていま

す。立川市の連絡会は高齢者の住みやす

い街立川を目指す運動として高齢者大

会に参加することと立川市に対して要

望書を作成、その後に交渉を行うことを

継続して行ってきました。今年第 36 回

大会には、9 月に参加団体に集まってい

ただき、8 団体 35 名で参加することが

できました。大会には自民党市長候補を

革新共同の力で破って当選した酒井大

史立川市長より東京大会への激励のメ

ッセージが寄せられました。                                 

高齢者大会に参加するにあたり、「保
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険証をなくさないで」署名と高齢者への

参加募金をお願いしたところ、75 名の

方から19万円もの墓金が寄せられまし

た。多くの会員の方が支援してくれたこ

とに感激し、高齢者大会の内容を支援し

てくれた人に届けようと報告集を作る

ことにしました。とりわけ、分科会に参

加した人たちに報告をお願いしました。

参加した人の 4/7 にあたる 19 名の方

から報告書が集まり、製本して支援して

くれた人を中心に配布しました。 

 

寄せられた感想の一部を紹介します。 

 

◆（全体会 記念講演） 未来を生きる若

者や子どもたちのためにもがんばる元

気をもらいました。非戦論を説いた柳澤

協二さんは自衛隊員の命や自分の息子

にも思いを馳せ、口調は穏やかながら熱

を込めておられだのが印象的でした。 

 

◆（全体会 記念講演）今、若者は生活す

るだけで精一杯、憲法守れが通じない世

代、戦争体験者が少なくなる中で若い世

代に何を残すのかが私たちに問われて

いる事。「老いる」ことはより人間性を

高め社会の役割を発揮できると言われ

うれしくなりました。 

 

◆（大会アピール）は高齢者を「社会に

とってかけがえのない宝」だと高く評価

し「知恵と経験を生かして希望と輝きに

満ちた長寿社会」をつくることをよびか

けています。 

●（第 7 学習講座）日本の食料自給率が

驚くほど低く、世界でも日本が「飢餓に

瀕している」トップを飾りそうなほど上

位ランクにされているという。最初から

ショッキングなお話でした。 

●（第 1 分科会）「日本人よ！早く目を

覚ませ！抑止にしがみついるうちに、日

本国土が戦場になってしまうぞ」と、ぞ

ーっとしましだ。 

◆（第 7 分科会）医療現場の実態の深刻

さがシビアに伝わってくる講演でした。

コロナ禍以前から、福祉と医療を切り捨

てる政府の貧困な政策によって、国民の

命もないがしろにされていると感じて

いましたが、コロナ禍によって医療行政

の歪みが噴き出したように思えます。 

◆（第 8 分科会）「認知症になったら人

生の終わり」という社会にある偏見の時

代は終わりにしよう。どうやって認知症

の人と共生していくかという時代にふ

さわしい私たちの取り組みになってい

るだろうか。 

◆（第 9 分科会）交通は、人と人の交流

を促し人間社会の基盤としての人権「交

通権」を言う。交通は文化を育み豊かな

社会を築き、経済発展と気候変動の課題

を解消し、国づくりやまちづくりの基盤

となり人間社会をささえる基本的な人

権（交通権）であると言っている。 

 

  

全体会に参加する立川高齢期運動連絡会・ 

三多摩健康友の会立川支部のみなさん 
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書籍・雑誌紹介 『ゆたかなくらし NO.500 2004／3』 

編集 全国老人福祉問題研究会 発行 時潮社 

2 月 21 日の朝日新聞朝刊に子育て支

援金の財源問題で「高齢者優遇で不公平」

という記事がありました。日本の高齢者は

けっして優遇されていないことは、低すぎ

る年金、能登半島地震の避難生活など明ら

かなのに現実を見ない報道が繰り返され

ます。そんな高齢者バッシングには事実に

基づく告発が大きな力になります。 

『ゆたかなくらし NO.500 2004/3』

の特集「日本高齢者人権で人権保障水準を

検証し底上げを」は今後の運動に活かした

い内容です。長友薫輝（佛教大学准教授）

さんは「実際に私たちの生存権、健康権、

受療権など、地域レベルで検証する必要」

と日本高齢者人権宣言を座標軸に有効で

あると述べています。「交通権、移動の自

由、建物へのアクセス権」は過疎化が進む

地域だけでなく都市部でも公共交通機関

の利用が難しくなっており、各地の実態に

照らして検証することで課題が明らかに

なる。そして人権保障のために自治体との

建設的な対話と「いのちのとりで裁判」の

ような訴訟運動など多面的たたかいが人

権保障の水準の引きあげにつながると述

べています。東京都内の東京保健生活協同

組合の介護部長の鈴木美香さんは「新型コ

ロナ感染症関連」「経済的困難」「孤独死」

「虐待」「詐欺」の５項目について地域で

暮らす高齢者の実態を検証しています。コ

ロナ関連では施設サービスが利用できな

い、入院先が見つからず救急車内で死亡す

る、これらは「いのちの尊厳が守られる権

利」が侵害されている、認知症の独居の方

の詐欺被害も多く「財産権」が脅かされて

いる実態報告は深刻です。超高齢社会を迎

えるにあたり、どんな状態になっても安心

して暮らし続けられる地域づくり、まちづ

くりが求められており、医療・介護の専門

職業人が日本高齢者人権宣言の視点を深

めた対応が必要と述べています。神奈川県

高齢期運動連絡会事務局長の伍淑子さん

運転手不足、燃料高騰などの影響もあり、

県内で減便、路線廃止が起きていること、

レクレーション、運動、余暇を楽しむとり

くみ、医療改悪に対して県内団体が共同し

て運動していることなど報告しています。

三重県高齢期運動連絡会事務局長の寺崎

由郎さんは日本高齢者人権宣言のパンフ

レットを持って県内の行政窓口や諸団体

と懇談してきた２年間の活動を通じて見

えてきた課題をまとめています。 

この特集号は検証活動を全国的に展開

することが高齢期運動の大きなテーマに

なっていることを教えてくれる貴重なレ

ポートになっています。 

（日本高連 事務局長 畑中久明）

 


